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いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

第10回 境采女公民館第10回 境采女公民館

主な内容

P 2−5	 特集 成人式 
P 6−9	 所得税の確定申告 市・県民税の申告 
P 10−11	市民意識調査の結果を公表します 
P 12	 ３月の第１土曜日は「いせさき銘仙の日」 

❶	しゃぶしゃぶ用の豚肉は熱湯を使って火を通し、常温の水にく
ぐらせて冷ました後、水気を切る。

❷ Aの材料をよく混ぜ合わせ、ソースを作る。

❸	キャベツはざく切りにし、ニンジンは皮むき器でリボン状に薄
く切り、両方ともしんなりするまで蒸し器で加熱する。ブロッ
コリーは食べやすい大きさに切り、さっとゆでる。水菜は5cm
の長さに切る。

❹	器に❸の野菜と❶の豚肉を盛り付け、細かく裂いたチーズをの
せ、Aのソースをかける。

043

表紙写真：成人式（あずま中学校区）
１月13日、市内12の中学校区に分かれ、
成人式が行われました。会場では旧友や恩
師との再会を喜ぶ声が響きわたり、何度も
写真撮影をする新成人の姿が見られました。
天気に恵まれた中、多くの人が新成人の新
たな門出を祝いました。
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　成人式の取材に当たり、新
成人が友達と久しぶりに再会
し歓喜する様子を見て、自分
も旧友に会いたくなりました。
　また、夢と希望に向かって
まい進する新成人の姿は、り
んとしていてとても頼もしく、
若さっていいなと感じました。
　自分の成人式に出席してか
ら何十年という長い月日が経
過し、すっかりおじさんにな
ってしまいましたが、新成人
に負けない若い気持ちを持ち、
今回の成人式のテーマでもあ
る人とのつながりと感謝の気
持ちを、これからも大切にし
ていこうと思います。　（す）

●活動状況は？
▶月２回
●活動場所は？
▶境采女公民館
●メンバーは？
▶20人

　花や果物など、季節に合ったテーマを決めて、はがきや巻紙、
色紙などに絵を描いています。発足して11年、毎年、采女地区
文化祭に出展しています。絵手紙を始めてから、日常の中で見
た物を題材に結び付けたり、季節の移り変わりに気が付いたり
と、視野が広がりました。先生はいつもみんなの作品を褒めて
くれます。先生の講評を聞くことや仲間に会えることを楽しみ
に、作品づくりに励んでいます。

サークル名 	 采女絵手紙の会

作り方

冷ますときは、冷水ではなく常温の水にくぐらせ
ることで、肉が軟らかくおいしく仕上がります。

 材料 （４人分） 
しゃぶしゃぶ用豚肉････････ 240g

	 プレーンヨーグルト････ 120g

	 みそ････････････････････20g
A
	 砂糖･･･････････小さじ1と1/3

	 ゆずこしょう･･････ 小さじ1/2

キャベツ･･････････････････135g

ニンジン･･････････････････110g

ブロッコリー･･････････････160g

水菜･･･････････････････････45g

裂けるチーズ･･･････････････32g

２月はカルシウムたっぷり冬の和食メニュー
●青菜とじゃこのご飯
●なめらか牛乳茶わん蒸し
●スイートポテト

　�温野菜の豚しゃぶ 
ヨーグルトみそ 
ソース

※ほかのメニューの材料と作り方は、
市ホームページをご覧ください

１人分
192kcal

バランスのよい食事で、上手にカルシウムを取りましょう
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特 集  成人式
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特  集

成
人
式

新
成
人 

新
た
な
門
出

　

１
月
13
日
、
市
内
で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
は
１
６
２
１
人
の
新
成
人
が
出
席
。

中
学
校
区
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
会
場
に
は
、
晴

れ
着
に
身
を
包
み
、
新
た
な
門
出
を
祝
う
新
成

人
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
の
実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・

開
催
さ
れ
る
本
市
の
成
人
式
。
中
学
校
の
恩
師

が
招
か
れ
た
り
、
中
学
生
の
こ
ろ
の
思
い
出
を

集
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
た
り
と
、
各
中
学

校
区
で
特
色
あ
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
祝
福
さ
れ
る
中
、

新
成
人
は
大
人
と
し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

写真で紹介
思い出の一枚

思わず笑みがこぼれる

晴れ着姿で仲間が集合 第四中学校区の実行委員殖蓮中学校区の実行委員

恩師との再会懐かしい誰かを発見？

再会がうれしくて 真剣な表情で話を聞く新成人

久々の再会を喜ぶ

式典を進める実行委員
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特 集  成人式

20
年
の
節
目
に
、
大
役
に
挑
戦

　

20
年
の
節
目
と
し
て
、
何
か
大

役
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
自

分
で
実
行
委
員
会
の
会
長
に
立
候

補
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
み
ん

な
と
は
、
成
人
式
の
２
、 

３
カ
月

前
か
ら
集
ま
っ
て
準
備
し
た
り
、 

電
話
で
相
談
し
た
り
し
ま
し
た
。

み
ん
な
が
活
発
に
意
見
を
出
し
て

く
れ
た
の
で
、
会
長
と
し
て
は
ス

ム
ー
ズ
に
準
備
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
自
分
の
仕
事
を
抱

え
な
が
ら
の
準
備
だ
っ
た
の
で
、

忙
し
い
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
一
生
の
良
い
思
い
出
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
成
人
式
の
テ
ー
マ
は『
繋 

～
つ
な
が
り
～
20
年
の
あ
り
が
と

う
』。
昨
年
、
小
学
校
か
ら
仲
良

く
し
て
い
た
友
達
が
亡
く
な
っ
て 

し
ま
い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に「
つ

な
が
り
っ
て
大
切
だ
な
」と
あ
ら

た
め
て
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
に
も
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
て
も
ら
い
た
く

て
、「
こ
れ
だ
な
っ
！
」
と
思
っ

て
。

　
「
20
年
の
あ
り
が
と
う
」の
気
持

ち
は
、
自
分
の
親
に
は
も
ち
ろ
ん
、

友
達
に
も
伝
え
た
い
で
す
。
友
達

と
は
今
ま
で
支
え
合
っ
た
り
、
私

が
く
じ
け
そ
う
な
と
き
に

は
励
ま
し
て
く
れ
た
り
し

た
の
で
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

み
ん
な
で

支
え
合
え
る
社
会
に

　

新
成
人
と
し
て
、
今
よ

り
一
人
で
も
多
く
の
人
が

笑
顔
に
な
れ
る
社
会
を
目

指
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な

で
支
え
合
っ
て
い
け
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
社
会
に
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
っ
て

思
い
ま
す
。

何
事
も
諦
め
ず
目
標
を
持
っ
て

　

実
行
委
員
と
し
て
の
仕
事
は
こ

れ
で
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

同
時
に
新
成
人
と
し
て
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
思

い
ま
す
。
成
人
と
し
て
の
日
々
が

会
長
と
い
う
大
役
か
ら
始
ま
り
、

と
て
も
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
何
事
も
諦
め
ず
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
自

分
も
含
め
同
世
代
の
人
の
中
に
は
、

す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う
人
が
多
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
目
標
が
あ
れ

ば
、
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
私
も
目
標
を
持
っ
て

進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
変
え
る
！

　

成
人
式
を
迎
え
、
心
晴
れ
晴
れ
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今

日
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
て
、
親
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人
式

で
、
実
行
委
員
全
体
の
副
会
長
が

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
目
立
ち

た
が
り
の
自
分
に
と
っ
て
、
副
会

長
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
立
候

補
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
仕
事
と
実
行
委
員
の
両

立
は
大
変
で
し
た
。
で
も
、
実
行

委
員
で
集
ま
っ
た
と
き
に
す
る
昔

話
が
懐
か
し
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

昔
の
友
達
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

盛
り
上
が
っ
た
り
し
た
の
で
、
赤

堀
中
学
校
の
み
ん
な
に
久
し
ぶ
り

に
会
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

し
た
。

　

実
行
委
員
の
み
ん
な
と
一
緒
に

楽
し
く
で
き
た
の
で
、
充
実
感
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
日
こ
の
日
を
終
え
、
成
人
と

し
て
決
ま
り
を
守
っ
て
生
活
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
飲
ん
だ
ら
、
乗
る
な
！
」

と
か
、
当
た
り
前
で
す
が
大
事
な

こ
と
な
の
で
、
社
会
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
変

え
る
気
満
々
で
す
。
勤
め
て
い
る

会
社
で
一
生
懸
命
働
い
て
、
ど
ん

ど
ん
景
気
の
良
い
社
会
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
バ
ブ

ル
時
代
く
ら
い
景
気
が
良
く
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
！

私
と
関
わ
る
全
て
の
人
に
感
謝

　

第
一
中
学
校
の
卒
業
生
に
と
っ

て
、
一
生
の
思
い
出
と
し
て
心
に

残
る
す
て
き
な
式
に
し
た
い
と
思

い
、
実
行
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が

な
か
っ
た
人
と
も
、
会
議
の
後
に

ご
飯
を
食
べ
に
行
く
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
る
同
級
生
と
成
人

式
で
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
私
も

負
け
て
い
ら
れ
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
確
実
に
歩
ん
で
い
ま
す
。
私
も

看
護
師
に
な
る
と
い
う
自
分
の
夢

に
向
か
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ「
大
人
」の
仲
間
入
り

だ
と
思
う
と
、
と
て
も
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
責
任

が
伴
う
と
思
う
と
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
今
ま
で
私
の
や

り
た
い
こ
と
を
応
援
し
、
支
え
て

く
れ
た
両
親
を
は
じ
め
、
私
と
関

わ
っ
て
い
る
全
て
の
人
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

大
変
な
状
況
に
あ
る
日
本
を
支

え
て
い
く
の
は
、
私
た
ち
若
者
の

力
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
最
大
限
に
す
る
こ
と
で
、

今
よ
り
人
と
人
が
つ
な
が
る
社
会

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
第
一
中

学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
高

き
を
目
指
し
て
」を
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
人

生
の
大
舞
台
を
精
一
杯
歩
ん
で
い

き
ま
す
！

　成人式の開催に向けて、新成人の中心となって準備を
進めてきた実行委員の皆さん。実行委員になったいきさ
つや成人式を迎えた今の心境などを聞きました。

成人式実行委員に
インタビュー

市役所
●第一中学校区=129人 
●宮郷中学校区=176人
市民プラザ
●第二中学校区=170人 
●第四中学校区=167人

文化会館
●第三中学校区=183人 
●殖蓮中学校区=169人
ふくしプラザ
●特別支援学校区=12人
赤堀芸術文化プラザ
●赤堀中学校区=166人

あずまホール
●あずま中学校区=199人
境総合文化センター
●境北中学校区=85人 
●境西中学校区=47人 
●境南中学校区=118人

成人式に参加した仲間たち

20
年
の
あ
り
が
と
う
を

み
ん
な
に
伝
え
た
い

懐かしい仲間と談笑

赤堀中学校区の実行委員

第一中学校区の実行委員

平
成
25
年
成
人
式
実
行
委
員
会

会
長
　
高た

か
は
し橋

　
広こ

う
だ
い大 

さ
ん 

（
殖
蓮
中
学
校
出
身
）

実
行
委
員
会

副
会
長
　
高た

か
や
な
ぎ柳

　
健け

ん

た太 

さ
ん

　
　
　
　
　（
赤
堀
中
学
校
出
身
）

第
一
中
学
校
区
の
実
行
委
員
会

会
長
　
蓮は

す

ば場
　
菜な

な

み々美 

さ
ん
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所得税の確定申告　市・県民税の申告

67

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

スタート

申告の簡易判断基準（目安）
本市に市・県民税の申告は不要です
平成25年1月1日に居住していた市町村へお問い合わ
せください

市・県民税の申告が必要になることが
あります
市・県民税の申告をすることで国民健康保険税が軽減さ
れる場合があります
ただし、同一世帯の人の税金上の扶養になっている人
は、申告は不要です

所得税の確定申告が必要です P６ 1へ
所得税の確定申告をすれば、市・県民税の申告は不要です

所得税の確定申告が必要です P６ 1へ
所得税の確定申告をすれば、市・県民税の申告は不要です

市・県民税の申告は不要です

市・県民税の申告は不要です

市・県民税の申告が必要です P７ 2へ

市・県民税の申告が必要です P７ 2へ

市・県民税の申告が必要です P７ 2へ
ただし、給与以外の年間所得が20万円を超える人は所
得税の確定申告が必要です

平成24年中に収入がありましたか？

平成25年１月１日現在、伊勢崎市
に居住していましたか？

平成24年中の収入のうち、給与収入
がありましたか？

所得税の納付・還付のため、確定申
告をしますか？
※平成23年分から、公的年金などの収入
が400万円以下で、その他の所得が20万
円以下の人は、確定申告が不要です。（所得
税の還付を受ける場合は、確定申告するこ
ともできます）

平成24年分の給与の年末調整は、済
んでいますか？

年金や報酬など、給与以外の収入が
ありましたか？

給与を２カ所以上の事業所からもら
っていますか？

勤務先から市へ「給与支払報告書」が
提出されていますか？

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
譲

渡
所
得
な
ど
が
あ
り
、
各
種
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
人

●
年
間
の
給
与
収
入
額
が
２
０
０ 

０
万
円
を
超
え
る
人

●
給
与
の
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

て
、
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
人

●
２
カ
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給

与
を
も
ら
っ
て
い
て
、
源
泉
所
得

税
の
精
算
が
済
ん
で
い
な
い
人

※
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
４
０ 

０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
人
は
所
得
税
の

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
の
追
加
な

ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
に
は
、
申
告
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

確
定
申
告
の
受
け
付
け

内
容
・
期
間

●
還
付
を
受
け
る
場
合
の
所
得
税
・

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
贈
与
税

の
申
告
＝
２
月
12
日（
火
）か
ら
３

月
15
日（
金
）ま
で

●
還
付
を
受
け
る
場
合
以
外
の
所

得
税
の
申
告
＝
２
月
18
日（
月
）か

ら
３
月
15
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　

文
化
会
館

※
２
月
12
日（
火
）か
ら
３
月
15
日 

（
金
）ま
で
、
伊
勢
崎
税
務
署（
鹿
島 

町
）で
の
申
告
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
が
、
相
続
税
に
係
る
生
命

保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
伊
勢
崎
税

務
署
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
３
月
18
日（
月
）以
降
は
、
伊
勢

崎
税
務
署
で
申
告
・
相
談
を
受
け

付
け
ま
す

申
告
書
は

自
分
で
記
入
し
ま
し
ょ
う

　

確
定
申
告
書
の
記
入
の
際
は
、 

伊
勢
崎
税
務
署
ま
た
は
市
民
税
課
・ 

各
支
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
る「
所 

得
税
の
確
定
申
告
書
の
手
引
き
」

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
国
税 

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
URLh

ttp
://

w
w

w
.n

ta.go
.jp

）
で
も
、
申
告

書
や
決
算
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
手
続
き

を
す
れ
ば
、e-T

ax

で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電
子
申
告
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
人

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
本

市
に
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
譲

渡
所
得
な
ど
が
あ
る
人
で
所
得
税

が
課
税
さ
れ
な
い
人

●
給
与
の
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

て
、
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円

以
下
の
人

●
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
４
０ 

０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
人
、
ま
た
は
医

療
費
控
除
の
追
加
な
ど
が
あ
る
人

※
確
定
申
告
を
し
た
人
や
収
入
が

給
与
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら
市
へ

「
給
与
支
払
報
告
書
」が
提
出
さ
れ

て
い
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

市
・
県
民
税
申
告
の
受
け
付
け

期
間
・
時
間
・
会
場　

次
ペ
ー
ジ

の
表
の
と
お
り

申
告
書
の
郵
送
提
出

　

市
・
県
民
税
申
告
書
は
郵
送
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
告
書
の
氏
名
欄
に

押
印
し
、
市
民
税
課
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
欄
に
は
、
昼
間

連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号
を
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先　

〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　

市
役
所
市
民
税
課

市
役
所
・
各
支
所
の
会
場
で

所
得
税
の
確
定
申
告
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

所
得
税
の
確
定
申
告
で
あ
っ
て

も
、
市
役
所
・
各
支
所
の
市
・
県

民
税
の
申
告
会
場
で
受
け
付
け
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
市
民
税
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
次
ペ
ー
ジ
表

の
会
場
で
は
受
け
付
け
が
で
き
ま

せ
ん
。
文
化
会
館
で
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
青
色
申
告
・
損
失
申
告
を
す
る

人●
土
地
や
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲

渡
所
得
が
あ
る
人

●
先
物
取
引
に
か
か
る
所
得
が
あ

る
人

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
１

年
目
は
全
て
の
人
、
２
年
目
以
降

は
連
帯
債
務
者
）を
受
け
よ
う
と

す
る
人

●
海
外
に
扶
養
家
族
が
い
る
人

●
準
確
定
申
告（
亡
く
な
っ
た
人

の
確
定
申
告
）を
す
る
人

　

平
成
24
年
分
の
所
得
に
か
か
る
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
、
平
成
24
年
の
１
年
間（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）に
得
た
所
得
に
つ
い
て
申
告
す
る
制
度
で
す
。
左
の
簡
易

判
断
基
準
を
参
考
に
、
い
ず
れ
の
申
告
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課（
☎
（27）
２
７
１
７
）

２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月
15
日（
金
）ま
で

所
得
税
の
確
定
申
告
　
市
・
県
民
税
の
申
告

1 

所
得
税
の
確
定
申
告

期間　２月12日（火）から３月12日（火）まで
　※土・日曜日は除きます
時間　午前９時～午後４時
会場　文化会館
問い合わせ　伊勢崎税務署（☎25－4045）

□　印鑑（朱肉を使うもの）
□　公的年金などの源泉徴収票の原票（コピー不可）
□　給与所得の源泉徴収票の原票（コピー不可）
□　�事業所得などがある人は、根拠となる帳簿類や領
収書など

　　�※収入・経費などはあらかじめ項目ごとに計算し、収支内
訳書に記入して提出してください

　各種の控除を申告する人は、その証明書や領収書な
ども必要です。

【医療費控除を受ける人】
□　領収書
　　�※「医療費のお知らせ」などは、領収書にはなりません。平成

24年中に支払った医療費と高額療養費や入院給付金などで
補
ほ

填
てん

された金額を、あらかじめ集計しておいてください

【障害者控除を受ける人】
□　�対象者の障害者手帳や認定書などの原本（コピー
不可）

【社会保険料控除を受ける人】
　平成24年中に支払ったA自分や家族の国民年金保
険料やB後期高齢者医療保険料・介護保険料・国民健
康保険税などが控除の対象となります。

A国民年金保険料の控除を受ける場合
□　控除証明書または領収書

B後期高齢者医療保険料・介護保険料・国民健康保険
税の控除を受ける場合
□　平成24年中に支払った金額が確認できるもの
　　�※年金から特別徴収されている保険料などを控除として申

告できるのは、特別徴収された本人だけです

税理士会の無料相談

所得税の確定申告、市・県民税の申告に必要なもの

2 

市
・
県
民
税
の
申
告
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所得税の確定申告　市・県民税の申告

新 契 約

生命保険料控除の改正イメージ

一般生命保険
（遺族保障など）

控除限度額
市・県民税＝28,000円
所　得　税＝40,000円

介護医療保険
（介護保障・医療保障）

控除限度額
市・県民税＝28,000円
所　得　税＝40,000円

新契約と旧契約の両方について
控除を受ける場合は

控除限度額
市・県民税＝28,000円
所　得　税＝40,000円

新契約と旧契約の両方について
控除を受ける場合は

控除限度額
市・県民税＝28,000円
所　得　税＝40,000円

個人年金保険
（老後保障など）

控除限度額
市・県民税＝28,000円
所　得　税＝40,000円

旧 契 約
一般生命保険
（遺族保障・介護保障・医療保障）

控除限度額
市・県民税＝35,000円
所　得　税＝50,000円

個人年金保険
（老後保障など）

控除限度額
市・県民税＝35,000円
所　得　税＝50,000円

全体の適用限度額 市・県民税＝70,000円
所　得　税＝120,000円

平成24年
１月１日以後の
契約

平成23年
12月31日以前
の契約

新設

生
命
保
険
料
控
除
の
改
正

　

平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
締

結
し
た
生
命
保
険
契
約
な
ど
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

●
従
来
の
一
般
生
命
保
険
料
控
除

と
個
人
年
金
保
険
料
控
除
に
加
え
、

別
枠
で
介
護
医
療
保
険
料
控
除
が

新
設
さ
れ
ま
し
た

●
平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
契

約
し
た
一
般
生
命
保
険
と
個
人
年

金
保
険（
新
契
約
）の
保
険
料
控
除

額
の
上
限
が
、
市
・
県
民
税
は
２ 

万
８
０
０
０
円
、
所
得
税
は
４
万

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

※
平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に
契

約
し
た
一
般
生
命
保
険
と
個
人
年

金
保
険（
旧
契
約
）の
保
険
料
控
除

額
の
上
限
は
、
市
・
県
民
税
は
３ 

万
５
０
０
０
円
、
所
得
税
は
５
万

円
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん

●
平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
か
ら 

契
約
し
て
い
る
保
険（
旧
契
約
）と
、 

平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
契
約

し
た
保
険（
新
契
約
）の
両
方
に
つ

い
て
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
額
の
合

計
の
上
限
が
、
市
・
県
民
税
は
２ 

万
８
０
０
０
円
、
所
得
税
は
４
万

円
と
な
り
ま
す

市・県民税申告日程表
　どの会場でも申告できますが、混雑緩和のため、なるべく日程表のとおり
申告するようご協力ください。会場によって、申告受け付けの期間が異なり
ますので、注意してください。土・日曜日は申告受け付けは行いません。

会場
期日

伊勢崎市役所
東館５階第1会議室

赤堀支所
２階大会議室

あずま支所
２階大会議室

境支所
会議用庁舎大会議室１

午前９時～11時 午後１時～４時 午前９時～11時
午後１時～４時

午前９時～11時
午後１時～４時 午前９時～11時 午後１時～４時

2月18日（月）
曲輪町、大手町、
平和町、本町、
中央町、緑町

三光町、若葉町、
喜多町、宗高町、
柳原町、寿町、
西田町、華蔵寺町

２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月
１
日（
金
）ま
で
、
赤
堀
支
所
会
場
で
は
申
告
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん

２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月
８
日（
金
）ま
で
、
あ
ず
ま
支
所
会
場
で
は
申
告
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん

境東、境（諏訪町、
南町、仲町、上町）

境（元町、清水町、
萩原町）、境萩原

19日（火）

堤西町、堤下町、
八幡町、末広町、
乾町、上泉町、
八坂町、今泉町二丁目

三和町、本関町、
上植木本町、
豊城町、宮前町

境百々東、境百々、
境西今井

境美原、境中島、
境上矢島

20日（水）上諏訪町、日乃出町、昭和町、東本町

鹿島町、下植木町、
今泉町一丁目、
粕川町、北千木町

境伊与久（伊与久
一区）、境木島

境伊与久
（伊与久二区・三区）

21日（木）
南千木町、ひろせ町、
茂呂南町、茂呂町
一丁目・二丁目

美茂呂町、新栄町 境下渕名 境上渕名、境東新井

22日（金）波志江町 安堀町、太田町 境島村 境保泉、境上武士

25日（月）稲荷町、宮子町 連取元町、連取町 上蓮町、下蓮町、
国領町、飯島町

境下武士（下武士西）、
境小此木

26日（火）連取本町、田中島町、田中町、宮古町
東上之宮町、
西上之宮町、今井町

境下武士（下武士東）、
境新栄 境米岡、境三ツ木

27日（水）山王町 韮塚町、阿弥大寺町、
中町、柴町 境平塚、境栄 境女塚

28日（木）堀口町、戸谷塚町、福島町、八斗島町
除ケ町、大正寺町、
長沼町

２
月
28
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
金
）ま
で
、
境
支
所
会
場
で
は
申
告
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん

3月1日（金）下道寺町、馬見塚町、境保泉一丁目 富塚町、羽黒町

4日（月）

三光町、若葉町、
喜多町、宗高町、
柳原町、寿町、
西田町、華蔵寺町

曲輪町、大手町、
平和町、本町、
中央町、緑町

西久保町一丁目・
二丁目・三丁目

5日（火）
三和町、本関町、
上植木本町、
豊城町、宮前町

堤西町、堤下町、
八幡町、末広町、
乾町、上泉町、
八坂町、今泉町二丁目

曲沢町、間野谷町、
香林町一丁目・
ニ丁目

6日（水）
鹿島町、下植木町、
今泉町一丁目、
粕川町、北千木町

上諏訪町、日乃出町、
昭和町、東本町

赤堀鹿島町、野町、
西野町、下触町

7日（木）美茂呂町、新栄町
南千木町、ひろせ町、
茂呂南町、茂呂町
一丁目・二丁目

磯町、五目牛町、
赤堀今井町一丁目・
ニ丁目

8日（金）安堀町、太田町 波志江町 市場町一丁目・
ニ丁目、堀下町

11日（月）連取元町、連取町 稲荷町、宮子町 ３
月
11
日（
月
）か
ら
３
月
15
日（
金
）ま
で
、

赤
堀
支
所
会
場
で
は

申
告
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん

小泉町、平井町、
東町、八寸町

12日（火）東上之宮町、西上之宮町、今井町
連取本町、田中島町、
田中町、宮古町 東小保方町

13日（水）韮塚町、阿弥大寺町、中町、柴町 山王町 三室町、国定町一丁目、
上田町

14日（木）除ケ町、大正寺町、長沼町
堀口町、戸谷塚町、
福島町、八斗島町

田部井町一丁目・
二丁目

15日（金）富塚町、羽黒町 下道寺町、馬見塚町、
境保泉一丁目

田部井町三丁目、
国定町二丁目、
西小保方町

平
成
24
年
分
か
ら
の

税
制
改
正

市・県民税の控除額
新　契　約 旧　契　約

年間の支払保険料 控　除　額 年間の支払保険料 控　除　額
12,000円以下 支払保険料の全額 15,000円以下 支払保険料の全額
12,000円超32,000円以下 支払保険料×1／2＋6,000円 15,000円超40,000円以下 支払保険料×1／2＋7,500円
32,000円超56,000円以下 支払保険料×1／4＋14,000円 40,000円超70,000円以下 支払保険料×1／4＋17,500円
56,000円超 一律28,000円 70,000円超 一律35,000円

所得税の控除額
新　契　約 旧　契　約

年間の支払保険料 控　除　額 年間の支払保険料 控　除　額
20,000円以下 支払保険料の全額 25,000円以下 支払保険料の全額
20,000円超40,000円以下 支払保険料×1／2＋10,000円 25,000円超50,000円以下 支払保険料×1／2＋12,500円
40,000円超80,000円以下 支払保険料×1／4＋20,000円 50,000円超100,000円以下 支払保険料×1／4＋25,000円
80,000円超 一律40,000円 100,000円超 一律50,000円
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市
民
意
識
調
査
と
は

　

本
市
で
は
、
計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
日
頃
、

皆
さ
ん
が
市
政
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、

今
後
の
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
毎
年「
市
民
意
識
調
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
市
内
に
在

住
す
る
満
20
歳
以
上
の
人
か
ら
無

作
為
に
２
０
０
０
人
を
抽
出
し
、

郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
・
回

収
し
ま
し
た
。
８
６
１
人
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
、
回
収
率
は
43
・

１
％
で
し
た
。

主
な
調
査
項
目

　

市
町
村
合
併
後
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
や
景
観
な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
具
体
的
な
質
問
の
ほ
か
、
本

市
の
59
施
策
の
取
り
組
み
状
況
に

対
す
る
評
価（
重
要
度
・
満
足
度

は
ど
の
程
度
か
）を
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
政
へ
の
意
見
や
要
望
・

提
案
な
ど
、
自
由
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
　
　
合
併
後
、
四
つ
の
旧
市

町
村
の
一
体
感
を
感
じ
る
か

市
全
体
で
の
一
体
感
を

高
め
る
た
め
の
持
続
的
な

取
り
組
み
が
必
要

　

平
成
17
年
１
月
の
市
町
村
合
併

に
よ
り
新
し
い
伊
勢
崎
市
が
誕
生

し
て
約
８
年
が
経
過
し
ま
す（
調

査
時
点
）。
一
体
感
を「
感
じ
る
・

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
感
じ
る
」と 

回
答
し
た
人
は
全
体
の
約
33
％
で
、

年
代
別
で
は
70
歳
代
・
80
歳
以
上

で
約
43
～
50
％
と
割
合
が
高
く
、

30
歳
代
・
40
歳
代
で
約
19
～
25
％

と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
合
併
し
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
向
上
し
た
か

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
が

求
め
ら
れ
て
い
る

　

全
体
で
は
、「
向
上
し
た
・
あ

る
程
度
向
上
し
た
」と
回
答
し
た

人
が
約
37
％
、「
変
化
が
な
い
」が

約
47
％
で
し
た
。「
低
下
し
た
・

少
し
低
下
し
た
」と
す
る
人
の
割

合
は
、
全
体
で
は
約
14
％
で
し
た

が
、
地
区
別
に
見
る
と
伊
勢
崎
地

区
の
７
％
に
比
べ
、
赤
堀
地
区
・

境
地
区
で
は
と
も
に
約
32
％
と
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
看
板（
屋
外
広
告
物
）表

示
の
規
制
を
行
い
、
良
好
な
景

観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
景
観
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
た
か

よ
り
良
い
景
観
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

　
「
良
く
な
っ
た
・
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
良
く
な
っ
た
」と
回
答
し

た
人
は
全
体
の
約
44
％
で
、「
悪

く
な
っ
た
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

悪
く
な
っ
た
」と
回
答
し
た
人（
約

２
％
）を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

一
方
で
、「
変
わ
ら
な
い
」と
回
答

し
た
人
は
約
52
％
と
、
選
択
肢
の

中
で
は
最
も
多
い
回
答
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
良
好
な
景
観
形
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　「
伊
勢
崎
市
」と
い
え
ば
、

ど
の
よ
う
な
も
の
・
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
る
か

　大
観
覧
車
ひ
ま
わ
り
や

春
の
桜
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
を

理
由
に
華
蔵
寺
公
園
が
最
多

　

小
さ
い
こ
ろ
よ
く
遊
ん
だ
思
い

出
の
場
所
、
桜
の
名
所
、
市
民
の

憩
い
の
場
な
ど
の
理
由
で
、「
華

蔵
寺
公
園（
遊
園
地
、
観
覧
車
）」

と
い
う
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
回
答
が
多
か
っ
た

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
伊
勢
崎
銘
仙（
織
物
、
養
蚕
な

ど
を
含
む
）

●
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う

●
い
せ
さ
き
も
ん
じ
ゃ

●
夏
は
暑
い

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
市
政

運
営
の
基
本
と
な
る「
総
合
計
画
」

の
進
行
管
理
や
業
務
の
改
善
な
ど

の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
集

計
デ
ー
タ
や
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
意
見
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
事

業
の
優
先
順
位
の
判
定
な
ど
の
貴

重
な
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
も
、
市
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
識
・
意
見
を
把
握
し
、
市

民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

設
問

設
問

設
問

設
問

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
資
料
に

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

平
成
24
年
度

　

平
成
24
年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
実
施
し
た「
市
民
意
識
調
査
」の
結

果
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告

書
は
企
画
調
整
課
・
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）・
各
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

問
い
合
わ
せ　

企
画
調
整
課（
☎
（27）
２
７
０
７
）

「伊勢崎市」といえば
何を思い浮かべますか？

まちづくりの取り組みに
満足していますか？

合併後の伊勢崎市に
一体感を感じますか？

課題となる施策 トップ３
（満足度が低かったもの）

１	活力ある中心市街地の整備
	� 伊勢崎駅前周辺整備の推進、民間開発の誘導に

よるまちなかのにぎわいづくりなど
２	幹線道路の整備
	 幹線道路の整備、歩道のバリアフリー化など
３	雇用の安定と勤労者福祉の充実
	 雇用の助成金制度、就職支援など
　　　結果を受けて——
　　　活力ある中心市街地の整備について
　本市の中心市街地では、便利で快適なまちづくりを
目指して、土地区画整理事業などを推進しています。
本年秋には鉄道（東武伊勢崎線）が高架に切り替わり、
伊勢崎駅と新伊勢崎駅の新しい駅舎が完成します。駅
前広場や幹線道路を重点的に整備し、民間企業による
開発の誘導にも取り組んでいきます。

重要とされる施策 トップ３
（重要度が高かったもの）

１	医療体制の充実と強化
	� 市民病院と地域医療機関の役割分担・連携の強

化、市民病院の専門化など
２	社会保障制度の充実
	 国保・後期高齢者医療の健全な運営など
３	介護保険制度の円滑な運営
	 介護保険事業の適正な運営など
　　　結果を受けて——
　　　医療体制の充実と強化について
　病気にかかったときに、必要な医療を誰でも安心し
て受けることができるよう、医療機関の役割分担など、
地域での総合的な取り組みが進められています。高度
で専門的な医療や救急医療を行う市民病院などの医療
機関と、身近な地域のかかりつけ医との連携を強化し、
医療体制の充実に引き続き努めていきます。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見（
抜
粋
）

通
学
路
に
街
灯
が
少
な
く
、
危

険
で
す
。
街
灯
を
増
や
し
て
く

だ
さ
い
。（
女
性
・
50
歳
代
）

◆

開
発
地
区
が
偏
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
市
全
体
の
こ
と
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。（
男
性
・
50
歳

代
）

◆

伊
勢
崎
駅
周
辺
の
開
発
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
元
気
の
あ
る
伊

勢
崎
市
に
な
る
と
う
れ
し
い
で

す
。（
女
性
・
20
歳
代
）

◆

駅
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
や
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
。（
女
性
・
50
歳
代
）

◆

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ら
れ
る
よ

う
、
交
通（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
）・
交
流
の
場
の
充
実（
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
場
所
作
り
）な
ど

推
進
し
て
く
だ
さ
い
。（
女
性
・

60
歳
代
）

◆

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
み
て
、

市
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
情
報
を
公
開
し
て
、

関
心
が
持
て
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。（
女
性
・
50
歳
代
）

重要な施策、課題となる施策は―調査結果を基に集計
市民の皆さんが考える

桜の名所でもある
華蔵寺公園

合併後の一体感

※小数点以下第２位 四捨五入

感じる
9.5%

感じない
13.7%

無回答
1.4%

どちらかといえば
感じる
　23.3%

どちらかといえば
感じない
　13.6%

どちらともいえない
38.4%

合併後の行政サービス

※小数点以下第２位 四捨五入

向上した
4.8%

少し低下した
9.1%

低下した
4.4%

無回答
2.2%

ある程度
向上した
32.1%

変化がない
47.4%
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伊勢崎市役所　☎0270−24−5111 情報ワイド

期
日　

３
月
２
日（
土
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
異
な
り
ま
す

主
な
イ
ベ
ン
ト

●
い
せ
さ
き
銘
仙
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　

シ
ョ
ー

時
間　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

会
場　

北
小
学
校

入
場
料　

無
料

３
月
の
第
１
土
曜
日
は
「
い
せ
さ
き
銘
仙
の
日
」

●
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
銘
仙
市

　

伊
勢
崎
銘
仙
の
着
物
を
中
心
に
、

帯
や
小
物
な
ど
を
特
別
価
格
で
提

供
し
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場　

伊
勢
崎
神
社（
本
町
）

●
織
り
の
芸
術

　

至
宝
の
い
せ
さ
き
銘
仙
展

期
間　

２
月
20
日（
水
）か
ら
３
月

31
日（
日
）ま
で

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場
・
問
い
合
わ
せ　

い
せ
さ
き

明
治
館（
☎

（40）
６
８
８
５
）

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

●
ま
ち
な
か
夕
市

　

市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
、

総
菜
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

大
手
町
地
内
公
共
用
地（
ア

イ
オ
ー
信
用
金
庫
大
手
町
支
店
南

側
）

問
い
合
わ
せ　

商
工
労
働
課（
☎

（27）

２
７
５
４
）

会
員
の
申
し
込
み
受
け
付
け

●
児
童
セ
ン
タ
ー

活
動
日　

月
曜
日

活
動
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30

分定
員　

36
組（
抽
選
）

参
加
料　

年
１
５
０
０
円

●
境
児
童
セ
ン
タ
ー

活
動
日　

水
曜
日

活
動
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

定
員　

20
組（
抽
選
）

参
加
料　

年
１
２
０
０
円

　
　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

対
象　

市
内
に
在
住
の
２
歳
以
上

（
４
月
１
日
現
在
）の
子
ど
も
と
そ

の
母
親

※
同
じ
子
ど
も
・
母
親
で
の
会
員

継
続
は
２
年
ま
で

申
し
込
み　

２
月
９
日（
土
）か
ら

24
日（
日
）ま
で
に
直
接
希
望
す
る

児
童
セ
ン
タ
ー
・
境
児
童
セ
ン
タ
ー
の

親
子
ク
ラ
ブ
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

児
童
セ
ン
タ
ー
・
境
児
童
セ
ン
タ
ー
の
親
子
ク
ラ
ブ
で
は
、
親
子
で
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
っ
た
り
と
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
の

行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
、
会
員
同
士
で
交
流
を
し

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
親
子
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
い
合
わ
せ　

児
童
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
４
６
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

境
児
童
セ
ン
タ
ー（
☎

（70）
６
１
０
０
）

　

伊
勢
崎
銘
仙
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
全
国
で
大
変
流
行
し

た
絹
織
物
で
、
豊
富
な
種
類
の
色
・
柄
や
手
織
り
の
風
合
い
が
特
徴
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
伝
統
あ
る
伊
勢
崎
銘
仙
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
、「
い
せ
さ
き
銘
仙
の
日
」を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
い
合
わ
せ　

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

　

全
て
の
利
用
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
、
暮
ら
し
の
情

報
や
市
の
魅
力
、
市
政
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
や
内
容
の
再
構
成
を

行
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス（
URLhttp://w

w
w
.city.isesaki.lg.jp

）は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

広
報
課（
☎

（27）
２
７
１
１
）

●
懐
か
し
の
い
せ
さ
き
コ
ロ
ッ
ケ

　

販
売

　

伊
勢
崎
な
ら
で
は
の
懐
か
し
い

味
。
数
量
限
定
販
売
で
す
。

時
間　

正
午
～
午
後
４
時

会
場　

い
せ
さ
き
明
治
館

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
崎
商
工
会
議

所（
☎

（24）
２
２
１
１
）

●
商
店
街
ま
ち
歩
き

　

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
各
店
が

工
夫
を
凝
ら
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
で
お
客
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

会
場　

本
町
百
店
会
、
西
町
通
り

商
店
会
、
い
せ
さ
き
一
番
街

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
崎
商
工
会
議

所（
☎

（24）
２
２
１
１
）

●
Ｉい

せ
Ｓ
Ｅ
コ
ン
特
別
企
画

　
「
銘
仙
コ
ン
」

会
場　

伊
勢
崎
プ
リ
オ
パ
レ
ス

定
員　

男
性
25
人
、
女
性
25
人

参
加
料　

男
性
６
５
０
０
円
、
女

性
４
５
０
０
円

※
Ｉ
Ｓ
Ｅ
コ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
URLhttp://w

w
w
.isesaki-go-con. 

jp

）で
参
加
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
崎
商
工
会
議

所
青
年
部（
☎

（24）
２
２
１
１
）

児
童
セ
ン
タ
ー
へ

※
火
曜
日
・
祝
日
は
休
館
で
す

※
両
方
の
親
子
ク
ラ
ブ
に
申
し
込

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

抽
選
・
説
明
会

●
児
童
セ
ン
タ
ー

期
日　

３
月
４
日（
月
）

時
間　

午
後
２
時
開
始

●
境
児
童
セ
ン
タ
ー

期
日　

３
月
６
日（
水
）

時
間　

午
後
２
時
開
始

※
抽
選
・
説
明
会
に
は
、
子
ど
も

の
保
護
者
が
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
変
わ

っ
た
主
な
点
を
紹
介
し
ま
す
。

伊
勢
崎
市
ら
し
さ
が
伝
わ
る
デ
ザ

イ
ン

　

模
様
や
色
使
い
な
ど
、
伊
勢
崎

銘
仙
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ

ン
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
上
部
に
は
市
の
イ
ベ
ン
ト
や

景
観
の
写
真
を
使
用
。
下
部
に
は

本
市
の
文
化
財
な
ど
の
シ
ル
エ
ッ

ト
を
配
置
し
ま
し
た
。

災
害
に
役
立
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
災
害

用
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
ア
ク
セ

ス
を
簡
単
に
す
る
た
め
装
飾
の
少

な
い
シ
ン
プ
ル
な
表
示
で
、
災
害

時
に
必
要
な
情
報
を
適
切
に
提
供

し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
だ
け
で

な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対

応
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
専
用
の

ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
機
能
紹
介
】

❶
必
要
な
情
報
を
探
し
や
す
い
構
成

　
「
く
ら
し
」「
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
」「
市
政
情
報
」

の
大
き
な
四
つ
の
項
目
に
情
報
を

分
類
し
、
目
的
別
に
探
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

❷
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー

　

人
生
の
節
目
ご
と
に
必
要
な
情

報
を
分
類
し
た
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
出

産
・
引
っ
越
し
な
ど
、
そ
の
時
に

必
要
な
手
続
き
な
ど
が
探
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

❸
募
集
情
報

　

市
が
募
集
し
て
い
る
情
報
を
一

つ
に
ま
と
め
、
探
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

❹
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

　

カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の

情
報
が
得
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
素
早
く

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

❺
伊
勢
崎
観
光

　

開
催
間
近
な
行
事
や
見
頃
を
迎

え
た
花
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。
市

内
の
最
新
観
光
情
報
が
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

❻
翻
訳
機
能
の
搭
載

　

英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
に
翻

訳
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
外
国

人
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
使
い
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

●❶

❷

❸

●❺

●❻

❹

華やかな銘仙のファッションショー
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ス
ポ
ー
ツ

ス
キ
ー
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　

３
月
３
日（
日
）

時
間　

午
前
６
時
＝
境
体
育
館
集

合
・
出
発
、
午
前
６
時
30
分
＝
市

民
体
育
館
集
合
・
出
発

※
午
後
７
時
帰
着
予
定

会
場　

万
座
温
泉
ス
キ
ー
場（
吾
妻

郡
嬬つ

ま

恋ご
い

村
）

対
象　

市
内
に
在
住
の
小
学
生
以

上
の
人

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す

定
員　

40
人（
先
着
順
）

参
加
料　

２
５
０
０
円

※
リ
フ
ト
代（
小
学
生
は
無
料
）・

レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
代
・
昼
食
代
が

別
途
必
要
で
す

※
温
泉
の
入
浴
も
で
き
ま
す

申
し
込
み　

２
月
８
日（
金
）か
ら

18
日（
月
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

※
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
で
き
ま
せ
ん

市
長
杯

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

　

男
女
別
の
個
人
戦
で
６
ゲ
ー
ム

の
合
計
を
競
い
ま
す
。

期
日　

３
月
10
日（
日
）

時
間　

午
前
９
時
45
分
開
会

会
場　

伊
勢
崎
イ
モ
ン
ボ
ウ
ル（
柳 

原
町
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
員
ま

た
は
セ
ン
タ
ー
会
員

参
加
料　

４
０
０
０
円

※
貸
靴
代
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み　

３
月
７
日（
木
）ま
で

に
参
加
料
を
添
え
て
市
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会（
伊
勢
崎
イ
モ
ン
ボ
ウ
ル

内
、
☎

（26）
１
２
２
５
）へ

春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・

平
成
25
年
度
チ
ー
ム
登
録

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

【
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

期
日
・
会
場

●
３
月
10
日（
日
）・
16
日（
土
）＝

第
二
市
民
体
育
館

●
３
月
17
日（
日
）＝
玉
村
町
社
会

体
育
館（
佐
波
郡
玉
村
町
）

時
間　

午
前
９
時
開
会

対
象　

平
成
24
年
度
登
録
チ
ー
ム

参
加
料　

３
０
０
０
円

※
組
み
合
わ
せ
会
議
の
と
き
に
支

払
っ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　

２
月
22
日（
金
）午
後

５
時
ま
で
に
メ
ー
ル
で
市
バ
ス
ケ 

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会（
ﾒールin

fo
@

ise 
saki-b

a.n
et

）へ

【
組
み
合
わ
せ
会
議
】

　

大
会
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
の
代

表
者
は
、
必
ず
会
議
に
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月
27
日（
水
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
開
始

会
場　

三
郷
公
民
館

【
平
成
25
年
度
チ
ー
ム
登
録
】

　

大
会
当
日
、
会
場
で
平
成
25
年

度
の
チ
ー
ム
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
。

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人
で
編
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

登
録
料　

４
０
０
０
円

中
学
校
の
校
庭
夜
間
照
明

平
成
25
年
度 

利
用
団
体
の
登
録

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

　

平
成
25
年
度
に
、
市
内
の
中
学

校
校
庭
の
夜
間
照
明
施
設
の
利
用

を
希
望
す
る
団
体
は
、
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
利
用
で
き
る
施
設

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
伊
勢
崎
地
区
＝
第
一
・
第
二
・

第
三
・
第
四
・
殖
蓮
・
宮
郷
中
学

校●
境
地
区
＝
境
南
・
境
北
中
学
校

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

利
用
料　

１
回
２
１
０
０
円

申
し
込
み　

３
月
８
日（
金
）ま
で

に
伊
勢
崎
地
区
は
直
接
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
、
境
地
区
は
直
接
境
運
動

施
設
管
理
事
務
所（
境
支
所
会
議

用
庁
舎
１
階
、
☎

（74）
１
１
１
３
）

へ

催
し

サ
ー
ク
ル
発
表
会

北
公
民
館（
☎

（25）
４
５
４
７
）

期
日　

２
月
９
日（
土
）

時
間　

午
前
10
時
開
演

会
場　

文
化
会
館

内
容　

ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、
楽

器
演
奏
、
舞
踊
、
健
康
体
操
な
ど

入
場
料　

無
料

合
同
作
品
展

伊
勢
崎
養
護
学
校（
☎

（25）
４
４
６
１
）

　

伊
勢
崎
養
護
学
校
と
伊
勢
崎
・

佐
波
地
区
特
別
支
援
学
級
の
児
童
・

生
徒
の
作
品
展
示
や
、
学
習
発
表

な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日　

２
月
15
日（
金
）・
16
日（
土
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
16
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場　

伊
勢
崎
養
護
学
校

相
川
考
古
館

雛ひ
な

人
形
〜
昭
和
の
御ご

殿て
ん

か
ざ
り
〜

文
化
財
保
護
課（
☎

（63）
３
６
３
６
）

　

昭
和
の
御
殿
飾
り
の
ひ
な
人
形

を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

２
月
23
日（
土
）か
ら
３
月

20
日（
祝
）ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

※
入
場
は
午
後
４
時
ま
で

会
場　

相
川
考
古
館（
三
光
町
）

入
場
料　

５
０
０
円

※
小
・
中
学
生
は
２
０
０
円

【
関
連
事
業
】

●
考
古
館
の
雛ひ

な

ま
つ
り

期
日　

３
月
３
日（
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容　

茶
会
と
、
江
戸
時
代
中
期

に
始
ま
っ
た
日
本
の
伝
統
的
な
遊

び「
投と

う

扇せ
ん

興
き
ょ
う

」を
行
い
ま
す

入
場
料　

１
５
０
０
円

会
場
・
問
い
合
わ
せ　

相
川
考
古

館（
☎

（25）
０
０
８
２
）

い
け
ば
な
展

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
日　

２
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
17
日
は
午
後
４
時
ま
で

会
場　

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

入
場
料　

無
料

市
民
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
日　

２
月
24
日（
日
）

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ

会
場　

ラ
ブ
リ
バ
ー
親
水
公
園
う

ぬ
き

※
中
央
入
り
口
駐
車
場
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い

参
加
料　

１
０
０
円（
保
険
料
）

用
意
す
る
物　

筆
記
用
具
・
双
眼

鏡申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

吟ぎ
ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

の
集
い

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
日　

２
月
24
日（
日
）

時
間　

午
前
10
時
開
演

会
場　

文
化
会
館

内
容　

文
化
協
会
に
所
属
す
る
吟

剣
詩
舞
団
体
が
吟
詠
・
詩
舞
・
詩

吟
な
ど
を
演
じ
ま
す

入
場
料　

無
料

民
謡
民
舞
発
表
大
会

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
日　

３
月
２
日（
土
）

時
間　

午
前
10
時
開
演

会
場　

文
化
会
館

内
容　

文
化
協
会
に
所
属
す
る
民

謡
・
民
舞
の
20
団
体
が
踊
り
や
唄
、

楽
器
演
奏
を
披
露
し
ま
す

入
場
料　

無
料

　　　 市民サービスセンターを
　　　 ご利用ください

市民課（☎27−2727）

　市内２カ所の市民サービスセンターでは、戸籍や住
民票、所得証明書などの発行手続きや、現年度分の納
税（市・県民税、国民健康保険税、軽自動車税、固定
資産税）、母子手帳の交付手続きなどができます。年
末年始（12月29日から翌年１月３日まで）を除き、
土・日・祝日も利用できます。ショッピングセンター
内にあり、午前10時から午後７時まで業務を行って
いますので、仕事帰りや買い物の際に気軽にご利用く
ださい。
問い合わせ
●市民サービスセンター宮子（いせさきガーデンズ内、
☎20−7000）
●市民サービスセンターあずま（スマーク伊勢崎２階、
☎30−7676）

　クラシック音楽、ピアノ演奏、合唱などで憩いの
ひとときを提供してくれる出演者を募集します。
　�※演奏にはグランドピアノが利用できます

開催予定日　●４月17日（水）
　　　　　　●５月16日（木）
　　　　　　●６月19日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
申�し込み　２月15日（金）までに直接企画調整課へ

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチタ
イムコンサートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　２月20日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内�容　歌とピアノのコンサート（イタリア・フラン
ス歌曲など）

入場料　無料
問い合わせ　企画調整課（☎27−2707）

市民ホールランチタイムコンサート

ウォーキング
はつらつ健康教室 特別編

　本市では、毎月第１日曜日を「健康の日」とし、
はつらつ健康教室（運動教室）を開催しています。
３月は特別編として、境島村地区の約５キロメー
トルのコースを巡ります。コースの途中で文化財
の解説もあります。ウォーキングを楽しみながら、
伊勢崎の歴史にふれてみませんか？
期日　３月３日（日）
　※荒天のときは中止
受付時間　午前９時～９時30分
　※正午ごろ終了予定
集合場所　田島弥平旧宅案内所（境島小学校の東側）
対象　健康づくりに関心があり運動制限のない人
参加料　無料
用意する物　タオル・飲み物
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　健康管理センター（☎23−6675）

※３月のはつらつ健康教室はほかの会場では行いません

歩いてめぐる島村の史跡
～大型養蚕農家群を見に行こう～

N

埼玉県深谷市
埼玉県本庄市

境島村

国指定史跡
田島弥平旧宅
国指定史跡
田島弥平旧宅

駐車場

駐車場

集合場所
田島弥平旧宅案内所田島弥平旧宅案内所

島村蚕のふるさと公園
境島小学校

中瀬・牧西線

島村渡船
利根川

国登録有形文化財
日本基督教団
島村教会堂

案内図

 INFORMATION  BOARD

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所 ☎0270－24－5111

●赤堀支所 ☎0270－62－1151

●あずま支所 ☎0270－62－1311

●境支所 ☎0270－74－1111

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24時間） ☎0180－99－2999

■救急テレホンサービス（24時間） ☎0270－23－1299
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お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

　

１
月
１
日
付
で
、
狩
野
都
さ
ん
、

斎
藤
し
げ
子
さ
ん
が
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
な
ど
で
人
権
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
人
権
意
識

を
高
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

外が
い

国こ
く

人じ
ん

共
き
ょ
う

生せ
い

会か
い

議ぎ

国こ
く

際さ
い

課か

（
☎
（27）
２
７
３
１
）

　

日に

本ほ
ん

を
含ふ

く

む
さ
ま
ざ
ま
な
国く

に

や

地ち

域い
き

の
人ひ

と

た
ち
が
集あ

つ

ま
り
、
多た

文ぶ
ん

化か

共
き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

な
ど
に
つ
い
て
話は

な

し

合あ

い
ま
す
。
傍ぼ

う

聴
ち
ょ
う

し
て
み
ま
せ
ん

か
。

期き

日じ
つ　

２
月が

つ

24
日に

ち（
日

に
ち
よ
う
び）

時じ

間か
ん　

午ご

後ご

２
時じ

～
４
時じ

会か
い

場
じ
ょ
う　

市し

役や
く

所し
ょ

東
ひ
が
し

館か
ん

５
階か

い

第だ
い

４
会か

い

議ぎ

室し
つ

文
化
会
館
を
臨
時
開
館
し
ま
す

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
８
）

　

２
月
12
日
・
26
日
・
３
月
12
日

の
火
曜
日
は
、
確
定
申
告
の
会
場

と
し
て
開
館
す
る
た
め
、
文
化
会

館
内
の
ほ
か
の
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館（
☎

（23）

６
０
７
０
）

伊
勢
崎
市
民
病
院

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の

診
療
・
受
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

市
民
病
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
（25）
５
０
２
２
）

　

３
月
１
日
か
ら
耳
鼻
い
ん
こ
う

科
の
外
来
診
療
は
、
月
・
水
・
金

曜
日
と
な
り
ま
す
。
受
付
時
間
は
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
で

す
。

　

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
で
は
手
術
の

件
数
が
増
え
、
手
術
の
待
機
日
数

が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
の

皆
さ
ん
に
１
日
で
も
早
く
適
切
な

治
療
が
行
え
る
よ
う
、
毎
週
木
曜

日
の
手
術
日
に
加
え
、
毎
週
火
曜

日
の
外
来
診
療
を
、
手
術
や
入
院

患
者
の
診
療
に
充
て
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
病
院
の
耳
鼻
い
ん

こ
う
科
を
初
め
て
受
診
す
る
場
合

は
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介

状
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

期
日　

２
月
21
日（
木
）

時
間　

午
後
２
時

会
場　

市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定
員　

７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ

相
談

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
精
神
科
医
師
、

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
が
電
話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　

２
月
17
日（
日
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

相
談
専
用
電
話　

０
２
７
ー
２
９ 

０
ー
２
９
２
０

相
談
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー（
前
橋
市
、
☎
０
２
７

ー
２
６
３
ー
１
１
６
６
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
相
談
会

建
築
指
導
課（
☎
（27）
２
７
６
２
）

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
の
耐
震
性
に
不
安
が
あ
る
人

や
、
耐
震
改
修
を
考
え
て
い
る
人

な
ど
を
対
象
に
、
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日　

２
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

時
間　

午
後
１
時
～
６
時

会
場　

ス
マ
ー
ク
伊
勢
崎（
西
小
保

方
町
）

相
談
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

※
当
日
は
、
ぐ
ん
ま
住
ま
い
の
相

談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
７
ー
２
１ 

０
ー
６
６
３
４
）に
よ
る
無
料
住

宅
相
談
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

募
集

都
市
計
画
審
議
会
委
員
募
集

都
市
計
画
課（
☎
（27）
２
７
６
６
）

　

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ

る
整
備
の
た
め
の
都
市
計
画
に
つ

い
て
審
議
す
る
、
都
市
計
画
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

会
議
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
報
酬
は
市
の

条
例
に
よ
り
ま
す
。

委
嘱
期
間　

４
月
１
日（
月
）か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）ま
で
の

２
年
間

対
象　

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
20
歳
以
上
の
人

定
員　

４
人

申
し
込
み　

都
市
計
画
課
・
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支

所
）に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
都
市
計
画

課
へ

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

宛
先　

〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　

市
役
所
都
市
計
画

課
、
FAX

（23）
０
６
０
１
、
ﾒールtosikei

@
city.isesaki.lg.jp

締
切
日　

２
月
28
日（
木
）必
着

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

市
民
課（
☎
（27）
２
７
２
７
）

●
一
般
幹
部
候
補
生

対
象　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
で
大

卒
ま
た
は
大
卒
見
込
み
の
人
、
20

歳
以
上
28
歳
未
満
で
大
学
院
の
修

士
課
程
を
修
了
し
た
人

試
験
日　

５
月
11
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月 

26
日（
金
）ま
で
に
自
衛
隊
群
馬
地

方
協
力
本
部
前
橋
募
集
案
内
所（
☎ 

０
２
７
ー
２
３
３
ー
８
９
６
０
）

市
民
の
善
意

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫
か
ら
市
内

の
各
小
学
校
・
各
中
学
校
・
市
立

伊
勢
崎
高
等
学
校
・
四
ツ
葉
学
園 

中
等
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
・ 

各
図
書
館
な
ど
へ
書
籍｢

つ
な
み
」 

50
冊

♥
間ま

し
ょ
う正
哲
さ
ん（
東
京
都
三
鷹
市
）

か
ら
市
民
病
院
へ
１
０
０
万
円

♥
マ
ル
ハ
ン
八
斗
島
店
か
ら
障
害

者
福
祉
事
業
と
し
て
菓
子
な
ど
一

箱♥
林
祐
二
さ
ん（
除
ケ
町
）か
ら
福

祉
事
業
基
金
へ
10
万
円

　園内をライトアップし、大観覧車ひまわりほか
一部の遊具を午後８時まで営業します。午後４時
30分から、観覧車を利用した先着100人と、
スーパーシューティングライドで３万点以上得点
した人にプレゼントを差し上げます。
期間　２月９日（土）から11日（祝）まで
　※天候により変更になる場合があります

華蔵寺公園遊園地
☎25−4478　http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

バレンタインときめかナイト2013

竜宮浄水場（☎24−1760）または 
下記の水道指定工事店へ連絡してく 
ださい。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
■�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
■�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−574−6661）

●２月	16日（土）	 小倉設備興業	☎25－2915
●２月17日（日）	 栗原建設	 ☎25－6720

休日の漏水などの連絡先

●２月	23日（土）	 松原電化設備	☎62−1534
●２月	24日（日）	 中西工業	 ☎25−5900

　公民館15館のサークルで、生涯学習活動をして
いる皆さんの力作を一同に集め、合同作品展を開催
します。

期日　３月２日（土）・３日（日）
時間　午前９時～午後５時
　※３日は午後４時まで
会場　赤堀体育館
内容
●�展示＝絵画・書道・写真・俳句・工芸など、日頃
の成果を幅広く展示します
●�お茶席＝午前10時と午後１時から行います。お
茶菓子がなくなり次第終了です
●�体験コーナー＝まゆクラフト（２日・３日）、フラ
ワーアレンジメント（２日）を行います

入場料　無料
問い合わせ　生涯学習課（☎27－2793）

公 民 館 合 同 作 品 展

▲狩野都さん
　（市場町二丁目）

▲斎藤しげ子さん
　（西久保町二丁目）
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講
座

リ
ラ
ッ
ク
ス
ア
ロ
マ
講
座

殖
蓮
公
民
館（
☎
（26）
４
５
６
０
）

期
日　

２
月
23
日（
土
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

殖
蓮
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
女
性

定
員　

24
人（
先
着
順
）

内
容　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
や
ハ
ー

ブ
を
生
活
に
生
か
す
方
法
な
ど
を

学
び
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
ボ
ム（
発

泡
入
浴
剤
）や
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を

作
り
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕

方
も
学
び
ま
す

参
加
料　

２
０
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　

２
月
12
日（
火
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
殖
蓮
公
民
館
へ

押
し
花
教
室

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日　

２
月
18
日（
月
）・
３
月
18

日（
月
）（
全
２
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　

北
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

押
し
花
の
ブ
ロ
ー
チ
と
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す

参
加
料　

１
０
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　

２
月
12
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
北
公

民
館
へ

男
性
料
理
教
室

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日　

２
月
20
日（
水
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　

北
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
20
歳
以
上
の
男
性

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

サ
バ
の
香
り
揚
げ
、
も
ち

も
ち
豆
腐
の
落
と
し
焼
き
、
春
菊

と
エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
お
ひ
た
し
、
み

そ
汁
を
作
り
ま
す

参
加
料　

４
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

２
月
12
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
北
公
民
館
へ

ア
イ
デ
ア
キ
ッ
チ
ン

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

期
日　

２
月
26
日（
火
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

南
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

焼
き
サ
バ
の
ご
ま
み
そ
、

メ
カ
ブ
と
長
芋
の
梅
し
ょ
う
ゆ
、

煮
卵
の
香
り
て
ん
ぷ
ら
、
カ
レ
ー

酒
か
す
を
作
り
ま
す

参
加
料　

７
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

２
月
８
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て

南
公
民
館
へ

マ
ミ
ー
＆
キ
ッ
ズ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

茂
呂
公
民
館（
☎
（25）
２
６
７
１
）

期
日　

２
月
22
日
・
３
月
１
日
・

８
日
の
金
曜
日（
全
３
回
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　

茂
呂
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
１
歳
以
上

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員　

25
組（
先
着
順
）

内
容　

子
ど
も
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
し
な
が
ら
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
し

ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

２
月
８
日（
金
）か
ら

電
話
で
茂
呂
公
民
館
へ

マ
マ
ヨ
ガ
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　

３
月
１
日（
金
）・
８
日（
金
）

（
全
２
回
）

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　

あ
ず
ま
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
で
５
歳
以
下

の
子
ど
も
を
持
つ
母
親

※
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す

定
員　

15
人（
先
着
順
）

内
容　

骨
盤
調
整
を
中
心
と
し
た

母
親
向
け
の
ヨ
ガ

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

２
月
15
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
あ

ず
ま
公
民
館
へ

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

～
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
る
た

め
に
～

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　

３
月
11
日（
月
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

あ
ず
ま
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
人

定
員　

30
人（
先
着
順
）

内
容　

健
康
に
関
す
る
講
話
、
体

の
ゆ
が
み
を
直
す
体
操

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

２
月
18
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
あ
ず
ま
公
民

館
へ

楽
し
い
親
子
遊
び

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　

２
月
21
日（
木
）

時
間　

午
前
10
時
～
11
時

会
場　

あ
ず
ま
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
１
歳
６
カ

月
以
上
３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定
員　

15
組（
先
着
順
）

内
容　

手
遊
び
や
体
を
動
か
す
遊

び
な
ど
を
行
い
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

２
月
８
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
あ

ず
ま
公
民
館
へ

◆ＳＧ第26回全日本選抜オートレース　船橋オート場外発売

◆第34回サンケイスポーツ杯争奪戦

◆ＧⅠ開設61周年記念グランプリレース　川口オート場外発売

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています
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